
広報

　２月２日に、河川敷運動公園で32回目となる町内マラソン大会が開催されました。この大会は、「誰
でも、いつでも、どこでも手軽にできる運動で健康づくり」を目的に毎年開催されています。当日は、
小学生から大人まで305人が参加し、健脚を競いました。
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今月の主な記事 住 民 の 動 き
平成25年分の確定申告が始まります……………………………P２
平成26年度一時保育・特定保育利用案内 ……………………P４
３月１日から防災ラジオを販売します！ … …………………P６
守れ人権　許すな差別 … ………………………………………P７
町民体育館落成記念（男子プロバスケットボール試合観戦） 
「2013-2014  NBL  in  Tokushima」 … ……………………P13
情報NOW …………………………………………………………P10〜16

平成26年１月末現在（　）内は前月比
人　口	 34,503人	（＋30） 15歳未満	 5,425人	（＋16）

65歳以上	 6,631人	（＋83）

平均年齢	 41.9歳

　男	 16,552人	（＋３）

　女	 17,951人	（＋27）

世帯数	 13,228戸	（＋25）

2
走って笑って健康づくり
町内マラソン大会
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平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
期
間
　
２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

申
告
会
場
　
税
務
課（
役
場
１
階
）

　

私
た
ち
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
す
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
税
金
は
、
自
ら

が
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
と
い
う「
申
告
納
税
制
度
」が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
、
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
確
定
申
告
相
談
〉

　

確
定
申
告
を
期
限
ま
で
に
し
な
か
っ
た

り
、
少
な
く
計
算
し
た
り
し
ま
す
と
、
不
足

の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
相
談
の
日
程
は
、
混
雑
を
避
け

る
た
め
に
地
区
割
り
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
広
報
あ

い
ず
み
１
月
号
折
込
チ
ラ
シ
の
日
程
表

を
ご
覧
に
な
り
、
指
定
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

申
告
期
間
中
で
あ
れ
ば
指
定
日
以
外

（
土
日
除
く
）で
も
申
告
で
き
ま
す
。

申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
方

①
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
あ
り
、
ほ
か
に
所
得
が

な
い
方

②
平
成
25
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方（
国

保
加
入
者
以
外
）

③
非
課
税
者
や
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
等

申
告
が
必
要
な
方

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
藍
住
町
に
住
所

を
有
し
、
平
成
25
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

◦
給
与
所
得
以
外
に
営
業
・
農
業
・
不
動

産
等
に
よ
る
所
得
が
あ
る
と
き

◦
２
か
所
以
上
か
ら
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
と
き

◦
平
成
25
年
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

を
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
と
き

③
次
の
要
件
に
よ
り
、
税
の
還
付（
払
戻
し
）

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

◦
所
得
税
の
納
税
者
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
に

よ
り
住
宅
を
取
得
し
た
と
き（
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
）

◦
火
災
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き（
雑
損
控
除
）

◦
一
定
額
以
上
の
医
療
費
の
支
払
い
が

あ
っ
た
と
き（
医
療
費
控
除
）

◦
一
定
額
以
上
の
特
定
寄
附
金
の
支
払
い

を
し
た
と
き（
寄
附
金
控
除
）

④
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者

※
平
成
25
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
所
得
の
算
出
表（
収
支
内
訳
書
等
）

③
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は
、
源

泉
徴
収
票
又
は
支
払
証
明
書

④
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
証
明
書
・

社
会
保
険
料
の
領
収
書
や
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
領
収
書
、
支
払
明
細
書
及
び
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書

（
領
収
書
は
人
ご
と
・
施
設
ご
と
・
月
別

ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
分
け
て
お
い
て
く
だ

さ
い
）。

⑥
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
申
告
会
場
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

◦
障
害
者
手
帳

　

◦
療
育
手
帳

　

◦
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　
（
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に
対
し

て
役
場
健
康
推
進
課
で
交
付
し
ま
す
）

※
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、

株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
事
前
に
収

支
内
訳
書
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

に
つ
い
て
は
医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
上
場
株
式
以
外
の
金
融
商
品
の
譲
渡
所
得

や
土
地
・
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
、

長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
鳴

門
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳴
門
税
務
署
で
は
、
ご
自
分
で
確
定
申
告

書
等
を
作
成
さ
れ
る
方
の
た
め
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す（
確
定
申
告
期
間
中
）の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
相
談

　

鳴
門
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

◦
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
住
民
税（
所
得

割
）か
ら
控
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◦
確
定
申
告
書
、
給
与
支
払
報
告
書
の「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」「
居
住
開

始
年
月
日
」等
の
記
載
に
よ
り
判
定
し
ま

す（
記
載
が
な
い
場
合
、
適
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

問 

役
場
税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

　
　

 

鳴
門
税
務
署（
☎
６
８
５・４
１
０
１
）

　
　

 

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
39
の
３
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４
月
１
日
か
ら
、
税
証
明
を
請
求
さ
れ
る
際

に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
請
求
者
本
人
が
確

認
で
き
る
書
類
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
重
要
な
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
る
税
証
明（
課
税
証
明
書
等
）を
、
第
三

者
が
不
正
に
取
得
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
実
施

す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書

　

課
税
証
明
書
・
納
税
証
明
書
・
固
定
資
産

に
関
す
る
各
種
証
明
書
・
営
業
証
明
書
・
住

宅
用
家
屋
証
明
書
・
車
検
用
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書
な
ど

窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
本
人
確
認
書
類

　

本
人
確
認
は
、
次
の
書
類
等
に
よ
り
行
い

ま
す
。
写
真
が
付
い
て
い
る
も
の
と
付
い
て
い
な

い
も
の
と
で
、
ご
用
意
い
た
だ
く
書
類
数
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
運
転
免
許
証
、
パス
ポ
ー
ト
な
ど
、
写
真
付

き
の
証
明
証
は
１
点

●
社
会
保
険
の
健
康
保
険
証
な
ど
、
写
真
の

付
い
て
な
い
も
の
は
２
点

※
本
人
確
認
書
類
は
、
失
効
し
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

※
本
人
確
認
用
と
し
て
使
用
で
き
る
書
類
の

詳
細
に
つい
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
に
よ
り
申
請
書
へ
の
押
印
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

◆
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
支
給
申
請

　

平
成
25
年
１
月
以
降
の
受
診
分
で
支
給
申

請
手
続
が
で
き
て
い
な
い
場
合
や
11
月
・
12
月

の
受
診
分
で
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
確
定
申
告
前

に
高
額
療
養
費
支
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
の
原
本
は
返
却
し
ま
す
。

◆
医
療
費
控
除
の
申
告

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
場
合
、

病
院
・
薬
局
等
の
領
収
書
の
原
本
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
額
療
養

費
の
支
給
を
受
け
た（
支
給
予
定
含
む
）医
療

費
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

は
、
支
給（
予
定
）額
を「
生
命
保
険
や
社
会

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
」と
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

税
証
明
の
請
求
に
は
本
人
確
認
書
類
が

必
要
に
な
り
ま
す

高
額
療
養
費
と
医
療
費
控
除高額療養費の

支給（予定）額

　平成26年度の軽自動車税は、平成26年4月1日時点の原動機付自転車・軽自動車・小型特殊自動車・二輪の
小型自動車の所有者に課税されます。車両を譲渡や解体等によって所有しなくなった方は、お早めに廃車等の手続
を行ってください。年度途中での廃車等による軽自動車税の払戻しはありません。
また、車両を処分・譲渡されても4月1日までに届出がない場合、軽自動車税が課税されますのでご注意ください。

手続場所 	 ●原動機付自転車（125ｃｃ以下）・小型特殊自動車・・・・税務課（☎637・3117）
	 ●軽自動車・軽二輪車（125ｃｃ超250ｃｃ以下）・・・・・・県軽自動車協会（☎641・2010）
	 ●二輪の小型自動車（251ｃｃ以上）・・・・四国運輸局徳島運輸支局（☎050・5540・2074）

※手続に必要なものについては、それぞれの手続場所へお問い合わせください。 問 税務課（☎６３７・３１１７）

軽自動車等の廃車手続はお早めに

今
月
の
納
税

　
　

２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税（
６
期
）の

納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限　
２
月
25
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。　

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

今
月
の
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

２
月
は
介
護
保
険
料(

第
６
期)

と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料（
第
７
期
）の
納
付
月
で

す
。
普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

  

介
護
保
険
料　
２
月
25
日

  

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

２
月
28
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
２
月
受
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

確認しましょう! 最低賃金

特定（産業別）最低賃金 時間額(円) 発効日
造作材・合板・建築組立材料
製 造 業 788

平成25年
12月21日

はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業 816

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 777
適用除外の業務等がありますので、詳しくはお問合せください。

地域別最低賃金 時間額(円) 発効日

徳島県最低賃金 666 平成25年
10月30日

問徳島労働局労働基準部賃金室
(☎652・9165)又は最寄り労働基準
監督署へ
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風
し
ん
の
流
行
を
防
ぎ
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の「
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
」を
防
ぐ
た
め
に
、
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

本
町
に
住
民
登
録
さ
れ
、
次
の
条
件
を
満

た
す
方
で
、
対
象
期
間
内
に
接
種
さ
れ
た
方

①
県
が
実
施
し
て
い
る
風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
、「
抗
体
価
が
低
い
」と
判
定
さ
れ
た
方

徳
島
県
風
し
ん
抗
体
検
査
の
対
象
者

◦
女
性
：
妊
娠
を
希
望
又
は
予
定
す
る
方 

（
妊
婦
は
除
く
）

◦
男
性
：
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
妊
婦
一
般
健
康
診
査
で
、
風
し
ん
抗
体
価

が
低
い
結
果
で
あ
っ
た
方（
妊
婦
は
除
く
）

※「
抗
体
価
が
低
い
」と
は
、「
Ｈ
Ｉ
検
査
が
16

倍
以
下
又
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
検
査
で
８
未
満
」を

い
い
ま
す
。

対
象
期
間　
平
成
25
年
10
月
22
日

～
平
成
26
年
3
月
31
日

  
町
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
な
が
ら
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
第
２
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
び
、「
第
２
次
藍
住
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン（
案
）」を
作
成
し
、
町
民
の
皆
さ

　

４
月
か
ら
の
一
時
保
育
・
特
定
保
育
利

用
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
一
時
保
育

　

ふ
だ
ん
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
幼
児
が
、

保
護
者
の
病
気
や
入
院
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等

に
よ
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る

と
き
に
週
２
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
特
定
保
育

　

保
護
者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
等
た
め

に
断
続
的
に（
週
２
～
３
日
）幼
児
を
保
育

で
き
ず
、
か
つ
同
居
の
親
族
等
も
児
童
を

保
育
で
き
な
い
と
き
に
週
３
日
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

対
象
児
童　
町
内
在
住
の
満
１
歳
６
か
月

以
上
の
幼
児（
利
用
日
現
在
）

実
施
保
育
所　

中
央
保
育
所

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日（
午
前
７
時
30

分
～
午
後
６
時
）

日
　
　
額　
２
千
円（
当
日
払
い
）

申
込
期
間　
２
月
17
日（
月
）～
25
日（
火
）

（
土
・
日
除
く
）

※
利
用
に
は
、
事
前
に
申
請
と
面
接
が
必

要
で
す
。

※
５
月
以
降
に
利
用
を
希
望
す
る
方
に
つ

い
て
は
、随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
利
用
は
１
歳
６
か
月
か
ら
に
な
り
ま
す

が
、申
請
は
１
歳
５
か
月
か
ら
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申・問 

中
央
保
育
所

　
　
　
（
☎
６
９
２・３
１
０
５
）

　

働
き
盛
り
の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
の
発
症
が
増
え
て
い
ま
す
。検
診
は
、

が
ん
を
早
期
の
状
態
で
発
見
で
き
る
唯
一

の
方
法
で
、
早
期
発
見
で
き
た
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
は
、
ほ
ぼ
完
治
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
女
性
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

◦「
明
治
・
大
正
・
昭
和
」の
偶
数
年
生
ま

れ
の
方

◦「
平
成
」の
奇
数
年
生
ま
れ
の
方　

検
診
料　

◦
子
宮
頸
が
ん
検
診（
自
己
負
担
額

１
３
０
０
円
）

◦
乳
が
ん
検
診（
自
己
負
担
額
１
５
０
０
円
）

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
、
乳
が

ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
方（
２
年
に
１

回
の
検
診
で
す
）。

※
５
月
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

検
診
ク
ー
ポ
ン
券

　

女
性
特
有
の
が
ん
に
対
す
る
検
診
推
進

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
で
、
次
の
年
齢
の
女
性
に
は

無
料
で
検
診
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
・
25
歳
・
30

歳
・
35
歳
・
40
歳
の
方

◆
乳
が
ん
検
診　

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
の
方

有
効
期
限　
３
月
31（
月
）ま
で

※
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

対
象
ワ
ク
チ
ン

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
風
し

ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

※
直
接
医
療
機
関
に
予
約
し
て
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
と

な
り
ま
す
。
医
師
と
相
談
し
効
果
や
副
反

応
な
ど
十
分
理
解
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額

　

予
防
接
種
費
用
の
半
額（
た
だ
し
、
上
限

は
５
千
円
で
1
円
未
満
は
切
捨
て
）

必
要
書
類
等

①
申
請
書
兼
請
求
書（
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備

え
て
い
ま
す
）

②「
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
」又
は「
母
子

健
康
手
帳
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
の
欄
」

③
風
し
ん
予
防
接
種
済
証

④
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

⑤
振
込
先
口
座

⑥
印
鑑

申
請
期
限　
３
月
31
日（
月
）ま
で

申
請
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

申・問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

計
画（
案
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
企

画
政
策
課
窓
口
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。幅
広
い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
期
限　
２
月
28
日（
金
）必
着

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

「
第
２
次
藍
住
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
案
）」の

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施

平
成
26
年
度

一
時
保
育
・
特
定
保
育
利
用
案
内

婦
人
が
ん
検
診
は
３
月
末
ま
で
で
す
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下水道課からのお知らせ ～１日も早く下水道に接続しましょう！～

　下水道が完成しますと、皆さんのご家庭で使用したトイレ、台所、風呂などの汚水を下水道に流すことがで
きます。
　しかし、せっかくできあがった下水道も、各家庭に接続していただかないと、地域一帯の生活環境の改善が
進みません。
   下水道が使えるようになった地域のご家庭は、１日も早く下水道への接続をお願いします。

排水設備工事のポイント
「排水設備」とは
    排水設備とは、公共下水道に流すため、各家庭内に
設置する「排水管」や「汚水ます」などのことで、トイレ
や台所、風呂などの汚水をスムーズに排出する役割を
持っています。これらの排水設備は、皆さんの財産と
なりますので、個人の負担で設置し、管理していただ
きます。

工事の依頼
    排水設備工事は、衛生上とても大切な
工事です。定められた基準に従って正しく
施工する必要がありますので、工事は	
指定工事店に依頼してください。ご存じな
い場合は、下水道課までご相談ください。

工事店の選択
    指定工事店の中から、依頼する工事店を選び、現地
調査を行ってから、見積書をもらいます。また、複数
の工事店から見積書をもらい、工事費用、工事期間な
どを比較・検討して選ぶ方法もあります。

ご家庭が下水道につながると
川や海が
きれいになります
　トイレや台所、風呂
などの汚水が下水道で
処理され、河川や海な
どがきれいになり、水
環境が改善されます。

まちなみが
清潔になります
　家庭などからの汚水
は下水道管に流れます
ので、家の周りに汚れ
た水がたまらず、まち
なみが清潔になります。

助成金制度
　町では、工事費用の経済的な負担を軽減するため、下水道普及促進対
策助成金制度を設け、排水設備工事を実施した方に、 20万円を上限に助
成しています。なお、助成金額については、右表のとおりです。
※ほかにも利子補給制度などの助成制度を設けていますので、お気軽に
お問い合わせください。

対象工事 供用開始から 金額

浄化槽を廃止し、
下水道に接続する
工事

1年以内 20万円

2年以内 15万円

3年以内 12万円

4年目以降 な　し

助成金額

※工事に要した費用が、助成金の上限を下回る	
場合には減額となりますので、ご注意ください。

※平成25年3月31日に供用開始した矢上西、矢上北分の一部地域の方
は、満額助成の期限が平成26年3月末となっていますので、お早め
に接続の検討をお願いします。

ハ
～
イ
、こ
く
ね
ん
で
す
！

～
平
成
26
年
４
月
か
ら

「
２
年
前
納
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
～

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
口
座
振
替

で
ま
と
め
て
前
払
し
ま
す
と
、
割
引
に
な

る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
前

納
で
き
る
期
間
は
最
長
１
年
度
分
で
し
た

が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
最
長
２
年
度

分
ま
で
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
年
前
納
を
ご
利
用
さ
れ
た
場
合
、
毎

月
現
金
で
納
付
す
る
場
合
と
比
べ
、
２
年

間
で
約
１
万
４
千
円
の
割
引
と
な
り
お
得

で
す
。
ま
た
、
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ

の
年
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
、
27
年
度
分
の
２

年
前
納
の
申
込
期
限
は
、
２
月
28
日（
金
）

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
５
５・０
２
０
０
）

　
　
町
住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
３
）
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▼ 3つの習慣

▼

①寝タバコは、絶対やめる
②ストーブは、燃えやすいものから離れた
位置で使用する

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、
必ず火を消す

▼ 4つの対策

▼

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力	
体制を作る

問 板野東部消防組合（☎６９８・０１１９）

春季火災予防運動（3月1日～3月7日）
標語 「消すまでは  心の警報  ＯＮのまま」

必
要
書
類
等

①
購
入
申
込
書
兼
承
諾
書

②
身
分
証
明
書
の
写
し
又
は
原
本（
事
業
所

の
場
合
は
社
員
証
等
）

③
委
任
状

④
印
鑑

⑤
購
入
代
金

※
必
要
書
類
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総
務
課
窓
口
に

も
備
え
て
い
ま
す
。

※
委
任
状
は
世
帯
主（
代
表
者
）以
外
の
方
が

申
請
者
と
な
る
場
合
の
み
必
要
で
す
。
ま

た
、
委
任
状
が
あ
る
場
合
は
、
委
任
さ
れ

た
方
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す（
世
帯

主（
代
表
者
）の
身
分
証
明
書
は
不
要
）。

販
売
窓
口　
総
務
課（
開
庁
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

※
３
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）は
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
で
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

休
日
販
売
を
し
ま
す
の
で
、
庁
舎
北
側
入

口
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休
日

販
売
は
３
月
１
日
、
２
日
の
両
日
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
等
に
よ

る
予
約
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

申・問 

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

販
売
台
数　
５
０
０
台

販
売
期
間

　

３
月
１
日（
土
）～
３
月
28
日（
金
）

※
先
着
５
０
０
台
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
間

内
で
あ
っ
て
も
売
り
切
れ
た
場
合
は
販
売

を
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
販
売
は
１
世
帯

（
事
業
所
）に
つ
き
１
台
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

販
売
対
象
者

◦
個
人
の
場
合
は
世
帯
主

◦
事
業
所
の
場
合
は
代
表
者

販
売
要
件

◦
個
人
の
場
合
は
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

◦
事
業
所
の
場
合
は
町
内
に
事
業
所
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
。

販
売
価
格

◦
個　
人　
千
円

◦
事
業
所　
３
千
円

３
月
１
日
か
ら

　
防
災
ラ
ジ
オ
を
販
売
し
ま
す
!

住宅防火 ～いのちを守る7つのポイント～

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
多
く
の
自
治
会

で
役
員
会
や
総
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
を
利
用
し
て
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
結
成
や
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
職
員
が
出
向
き
、

自
主
防
災
組
織
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
休
日
、
夜
間
を
問
い
ま
せ

ん
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

地
域
で
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

自
主
防
災
組
織
っ
て
？

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、「
自
分

た
ち
の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体

と
な
っ
て
組
織
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
行
政
施
設
や
道
路
な
ど
も

被
害
を
受
け
ま
す
の
で
、
消
防
や
警

察
な
ど
に
よ
る
迅
速
な
救
助
活
動
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

被
災
直
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
互

い
に
命
を
守
り
、
助
け
合
う
積
極
的

な
活
動
が
必
要
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
主
役
の
防
災
対
策
で
す
。
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こだまのこころを
～金子みすゞさんの詩から～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

話すこと　そこから始まる　笑顔の輪	 ２年　蔭　山　玲　奈
大丈夫？　その一言で　すくわれる	 ２年　福　島　　　想
考えて　みんなの気持ち　その心	 ３年　有　岡　沙　菜
人と人　つなげるためには　思いやり	 ３年　近　藤　綾　香
広げたい　いじめの輪より　仲間の輪	 ３年　田　村　花都音

藍住中学校生徒作品

人権標語

　板野郡人権教育研修会が開催され、児童文学者で金子みすゞ記念館館長矢崎節夫さんから、金子みすゞさん
の詩をとおして「まなざしを変えると見えてくるもの」と題した話を聞くことができました。
　金子みすゞさんは大正時代末期、彗

す い

星
せ い

のごとく現れ、童謡詩人としてひときわ光を放っていましたが、様々
な困難に遭

そ う

遇
ぐ う

し、26歳という若さでこの世を去っています。
　彼女の作品は、自然の風景を温かく見つめ、優しさにつらぬかれています。

－あなたがいて私がいる－
「遊ぼう」っていうと「遊ぼう」っていう。
「馬鹿」っていうと「馬鹿」っていう。
「もう遊ばない」っていうと「遊ばない」っていう。
そうして、あとでさみしくなって、

「ごめんね」っていうと「ごめんね」っていう。
こだまでしょうか、いいえ、誰でも。

　これは「こだまでしょうか」という詩です。こだまは必ず返事が返ってきます。「おはよう」と言えば「おはよう」
と返す日常の人々との生活だとも言えます。あなたがいるから私がいる。私を認識させてくれるのはあなたな
のです。人々の悩みや悲しみも、うなずいて共感して半減できます。相手を受け入れて返せば信頼関係が生ま
れます。このように人と人とがこだまし合う大切さをうたっています。

－ちがいを認める優しさ－
私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、
飛べる小鳥は私のように、地面を速くは走れない。
私がからだをゆすっても、きれいな音は出ないけど、
あの鳴る鈴は私のように、たくさんな唄は知らないよ。
鈴と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい。

　これは教科書にも載っている「私と小鳥と鈴と」の詩です。誰にも違いがあって、「できないこと」「できること」
があります。できないことから観るとできることはすばらしいことです。人にはそれぞれによいところがあり
ます。お互いのよいところを認め合い、違いや思いを認め合うのも優しさです。

－あなたがいてくれるだけでいい－
　すべての人は依存し合って生きています。あなたがいるから私がいる。あなたがいてくれるだけでよいのです。
そして、お互いが違いを認め合い、同じ目線に立って支え合っていけるなら、お互いの人権は守られるはずです。
　自然や人々との優しい関係を持ち続けていければ、もっとすばらしい社会になると思います。

町人権教育推進協議会運営部会　坂本　英二
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新
成
人
３
５
１
人
の
旅
立
ち

　

式
典
で
は
、
石
川
町
長
か
ら
新
成
人
を
代

表
し
て
向
井
敦
美
さ
ん
に
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
町
長
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

へ「
本
日
は
立
派
な
社
会
人
と
し
て
出
発
さ

れ
る
門
出
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
生
の
新
た

な
旅
立
ち
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。よ
り
一
層
、

教
養
と
英
知
を
は
ぐ
く
み
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
、
そ
し
て
国
際
社
会
に
羽
ば
た
い
て
く
だ

さ
い
」と
期
待
を
込
め
た
祝
福
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

誓
い
の
こ
と
ば

　

新
成
人
を
代
表
し
て
谷
﨑
翼
さ
ん
が
、
石

川
町
長
へ「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら『
大
人
』と

い
う
枠
組
み
の
中
で
様
々
な
人
と
出
会
い
、

ぶ
つ
か
り
合
い
、
支
え
合
い
、
傷
つ
け
合
い
、

学
び
合
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
一
人

の
大
人
と
し
て
常
に
努
力
し
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
、
社
会
の

一
員
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
歩
ん

で
い
く
こ
と
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た

恩
師
に
向
け
ら
れ
る
歓
声
と
拍
手

　

式
典
に
出
席
さ
れ
た
中
学
校
時
代
の
先
生

を
紹
介
し
た
際
に
は
、
再
会
で
き
た
喜
び
と

懐
か
し
さ
か
ら
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
と
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て

　

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
医
師
に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
」「
看

護
師
に
な
る
の
が
目
標
」「
責
任
感
の
あ
る

し
っ
か
り
し
た
大
人
に
な
り
た
い
」な
ど
と
、

目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
思
い
描
い
た
夢
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
１
月
12
日
に
町
民
会
館
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
ス
ー
ツ
や
華
や

か
な
振
り
そ
で
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
２
５
７
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
門
出
祝
う

記念品を受け取る向井敦美さん

誓いのことばを述べる谷﨑翼さん
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〜 町内のがんばる商工業者を紹介します⑥【農業者編】 〜 
就農2年目 新規就農者 佐野健志さん（26）
　今月は、本町で新規就農している佐野健志さんをご紹介します。

「青年就農給付金制度」
　この制度は、人・農地プランに位置付けられた（位置付けられることが確実な）45歳未満で独立・自営就農す
る方に対する給付金の制度です。
※青年就農給付金制度に関する詳細は、次までお問い合わせください。
 問  経済産業課（☎637・3120）

☆☆就農を決めたきっかけ☆☆
　「平成24年3月に名古屋大学農学部修士課程を卒業
し、藍住町へ帰ってきました。実家は祖父の代まで農
業をしていましたが、両親は会社勤めで、自分も就農
するつもりはありませんでした」と話してくれました。
大学時代に農家でアルバイトをされていましたが、そ
の農家の方が紹介してくれた「青年就農給付金制度」が
きっかけで、農業への道に踏み切ったそうです。

☆☆今後の目標☆☆
　「新規就農者として支援を受けられる今のうちに、農
業の知識と技術を固め、いろんな人と出会いたい。5年
以内に自立した農業者になれるよう頑張りたい。（お嫁
さんも募集中）」という佐野さん。地域の農家の方から
指導を受けながら、農作業をこなす傍らで県農業大学
校での勉強、農業団体の主催するイベントを手伝うな
ど、充実した毎日を過ごしています。

野菜たっぷり！目覚ましモーニング部門
最優秀賞　野菜たっぷり簡単トルティーヤ

平成25年度朝食アイデア献立コンクール
南小学校 ６年　細川　珠里さん

材料 4人分 １人分栄養価   エネルギー：495kcal タンパク質：13.8ｇ 脂質：21.7ｇ 炭水化物：59.6ｇ カルシウム：55mg 塩分：2.4ｇ

作り方
①ボウルにAを入れ、泡立て器で混ぜる。オリーブオイルを熱し

たフライパンに、生地を流し入れて両面しっかりと焼く（6枚）。
②Bを調味料bで和える。かぼちゃ、ゴーヤーを調味料Cで和

える。フライパンを熱して、ピーマン以外のDとEを入れ、
蒸し焼きにし、最後にピーマンを入れて火を通す。

③トルティーヤ生地に具材をのせ、ラップで巻く（1種類につき2本作る）。
斜め半分に切って、お皿に盛り付けたら、パセリを添える。

トルティーヤの生地
小麦粉…200g　塩…小さじ1/2
オリーブオイル…小さじ1
水…300ml 
オリーブオイル…大さじ1

A {
かぼちゃサラダ

かぼちゃ…140g→適当な大きさにし、ラップを
　　　　　　　　かけてレンジで加熱 
ゴーヤー…40g→薄切りにして塩もみ 生ハム…2枚
マヨネーズ…大さじ 1　ヨーグルト…大さじ 1
塩・こしょう…少々　パプリカパウダー…少々
パセリ（付け合わせ）…適量

C {
献立のいいところ
工夫したところ

　家の冷蔵庫にあるもの
なら、何でもはさむこと
ができます。メニューが
無限であることが、この
トルティーヤのいいとこ
ろです。野菜を多くはさ
み、ヘルシーにしました。

ごぼうサラダ
ごぼう…1/2本　 細切りにし、ラップをかけてレンジで加熱人　参…1/4本
赤パプリカ…1/2個→細切り
ベーコン…2枚

B
{{ マヨネーズ…大さじ1強

塩・こしょう…少々{b
ラタトゥイユ

にんにく…1かけ→
　　　　　みじん切り 
塩・こしょう…少々
オリーブオイル…大さじ1

鶏　肉…60g
な　す…100g
トマト…1/2個
ピーマン…1個
さつまいも…60g

ED {{ {1cm
程度の
角切り

ハウス作り
今年購入した播種機（はしゅき）で種まき
新規就農は初期投資が大変だそうですハウスができてホッとする佐野さん
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
難
し
い
と
考
え
て
る
あ
な

た
へ
。
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

日

時　
３
月
７
日（
金
）・
14
日（
金
）

　

・
20
日（
木
）・
28
日（
金
）の
４
日
間

　
（
各
日
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
）

場

所　
町
民
体
育
館

内

容　
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
は
じ
め
よ
う

講

師　
徳
島
大
学
教
授 

小
原 

繁 

氏

対
象
者　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
町
民
の
方　

※
４
日
と
も
受
講
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の

　
　
　
　

飲
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
実
技
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、運
動
靴
、帽
子
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　
２
月
17
日（
月
）か
ら

　
　
　
　

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

～
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

町
民
交
通
傷
害
保
険

加
入
者
募
集

　

平
成
26
年
度
の
町
民
交
通
傷
害
保
険
加
入

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
険
対
象
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

保
険
金　
（
１
口
当
た
り
）

・
ケ
ガ
を
し
た
と
き（
５
千
円
～
12
万
円
）

・
死
亡
又
は
重
度
後
遺
障
害
を
永
久
に
残
し

た
と
き（
１
０
０
万
円
）

加
入
対
象
者

　

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
又
は
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方

必
要
書
類
等

①
申
込
書（
総
務
課
に
備
え
て
い
ま
す
）

②
保
険
料（
１
人
１
口
に
つ
き
９
０
０
円
で

最
大
２
口
ま
で
）

受
付
期
間　
２
月
17
日（
月
）～

　
　
　
　
　

３
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
総
務
課（
役
場
３
階
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
・
問 

総
務
課 （
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

　

応
神
の
別
宮
八
幡
神
社
ま
で
行
き
ま
す
。

日

時　
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
出
発
）

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員 

無
料

　
　
　
　
　
個
人
会
員
以
外
３
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

藍
住
歩
こ
う
会「
隣
町
へ
お
で
か
け
コ
ー
ス
」 

約
８
ｋｍ

町ホームページバナー広告町ホームページバナー広告
募集告主告主広告広告み広み広ずみずみあいずあいず報あ報あ広広報あいずみ広告主募集集報報あいずみ広告主募広広広広 広広広広報あいずみ広告みみああ 主告主募集主募広報あいずみ広告主募広広広広 広広ずずずず 募集募集集ずみ広告主募集告告 集集募募募募広報あいずみ広告主募集主募集告主募集告広告主広告広みみずずいいああ広報広報 いあいずみ広告報報報報あいず

町ホームページバナー広告
広報あいずみ広告主募集

平成
26年度
　４月１日から平成27年３月31日までの広告主を募集しています。
詳細は町ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

募集期限　いずれも2月28日（金）まで

広 告 料　１枠１回当たり18,000円
広 告 枠　１枠　縦60㎜×横90㎜

広告料　1枠当たり月額10,000円
大きさ　縦60ピクセル　横150ピクセル　

町ホームページ
バナー広告

広報あいずみ
広　　　　告

企画政策課（☎637・3124）申・問

健
康
づ
く
り
講
習
会

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

第
３
回 

日

時　
２
月
24
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

●
生
活
習
慣
病
と
健
康
診
断

●
調
理
実
習（
ひ
じ
き
ハ
ン
バ
ー
グ
・
和
え

　

物
・
み
そ
汁
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

申
込
期
間　
２
月
17
日（
月
）～
20
日（
木
）

第
４
回

日

時　
３
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

●
お
い
し
く
食
べ
て
無
理
な
く
減
塩

●
調
理
実
習（
魚
の
辛
子
揚
げ
・
和
え
物
・

　

具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

申
込
期
間　
２
月
17
日（
月
）～
24
日（
月
）

※
第
３
回
と
第
４
回
の
両
方

に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）
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ふ
れ
あ
い
と
健
康
を
求
め
て

歩
こ
う
遍
路
道

　

18
番
札
所
恩
山
寺
か
ら
20
番
札
所
鶴
林
寺

ま
で
約
18
ｋｍ
を
歩
き
ま
す
。
遍
路
道
を
利
用

し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日

時　
３
月
23
日（
日
）午
前
７
時
30
分
出
発

　
　
　
　
　
（
午
後
４
時
ご
ろ
帰
町
）

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者

定

員　
25
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
３
千
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外
４
千
円

申
込
開
始　
２
月
17
日（
月
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
３
月
14
日（
金
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

身
近
な
大
麻
山
で
春
の
息
吹
を
感
じ
て
み

ま
し
ょ
う
。

日

時　
３
月
８
日（
土
）午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員 

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外
５
０
０
円 

（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

平
成
26
年
度  

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
新
規
会
員
募
集

　

平
成
26
年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
い
習
慣
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
会
員
の
方
で
も
、
新
し
く
教
室
に

参
加
さ
れ
る
方
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

年
会
費

▼
個
人
会
員

　

59
歳
ま
で　

６
千
円

　

60
歳
か
ら　

４
千
円

　

幼
・
小
・
中
学
生　

４
千
円

　

障
が
い
の
あ
る
方　

４
千
円

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　
１
万
２
千
円

※
人
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
一
世

帯
が
対
象
で
す
。

※
特
別
受
講
料
等
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

中
学
生
ま
で　

８
０
０
円　

　

高
校
生
か
ら　

１
８
５
０
円

必
要
書
類
等

①
金
融
機
関
の
通
帳（
口
座
番
号
確
認
用
）

②
印
鑑

③
顔
写
真（
25
㎜
×
20
㎜
）

　
（
会
員
証
に
使
用
し
ま
す
）

※
入
会
手
続
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

メ
ー
ル（ai-sport@

m
xi.netw

ave.or.jp

）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
i.netw

ave.or.jp/~
ai-sport/

）　　
　
　

教室名 対象者 開催日 場　所 主な内容

競
技
種
目

太極拳 全会員 毎週月曜日
午後７時30分～９時 東中柔剣道場 ゆっくりした円運動のなか

に静と動を感じましょう

ソフトバレー 成人男女 毎週火曜日
午前10時～11時30分 体育センター 基礎をしっかりと行います

バドミントン 成人男女 毎週水曜日
午前10時～11時30分 体育センター 初めての方が対象です

ミドルラージ 全会員 毎週木曜日
午後１時～３時 体育センター ラリー半分、ゲーム半分

です
初心者の
硬式テニス 成人男女 毎週水曜日

午前10時～正午 町民テニスコート ラケットを握るところから
ゲームを楽しめます

硬式テニス 中学生～ 毎週土曜日
午後１時～３時 町民テニスコート ゲームを中心に行います

ソフトテニス 中学生～ 毎週土曜日
午前10時30分～午後0時30分 町民テニスコート 初めての方から中級者まで

が対象です
複
合
種
目

エンジョイシニア 70歳～
男女

毎週月曜日
午前10時～11時 体育センター 主に椅子に座っての運動

が中心です

女性軽スポーツ 64歳まで
の女性

毎週金曜日
午後10時～11時30分 体育センター いろんなストレッチ、競技

で笑いましょう
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
系

初中級
エアロビクス 成人男女 毎週月曜日

午前10時～11時30分 体育センター リズムに乗って全身運動を
しましょう

ジューズ･
フィット･ヨガ 成人男女 毎週木曜日

午後7時30分～8時45分 女性センター 心身を癒やし深層筋を鍛え
整った身体を作りましょう

KIDSダンス 小学１～
３年生

毎週土曜日
午後２時～３時 町民体育館 楽しい仲間たちと一緒にダ

ンスをしましょう

●●●● 平成26年度の主な教室 ●●●●
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平
成
25
年
度 

統
計
功
労
者
表
彰

　

  

１
月
15
日
に「
第
62
回
徳
島
県
統
計
大

会
」が
開
催
さ
れ
、
統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ

た
方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
は
、
長
年
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
事
務

に
従
事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

と
し
て
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
務
大
臣
表
彰

　

瀨
尾　

眞
紀
子 

氏（
勝
瑞
）

○
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

吉
岡　

美
登
里 

氏（
勝
瑞
）

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を

一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
！！

　

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
最
高
峰
で

あ
る
Ｊ
１
に
昇
格
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
。

 

チ
ー
ム
躍
進
の

原
動
力
は
皆
さ
ん

の
応
援
で
す
。
更

な
る
高
み
を
目
指

し
て
全
力
疾
走
す

る
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ

ィ
ス
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
!!

　

高
齢
者
の
相
談
窓
口

　

次
の
よ
う
な
高
齢
者
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４・６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（

☎
６
８
５・５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３・０
０
３
２
）

休日相談

４月

心配ごと相談所カレンダー

●場所　福祉センター（１階相談室）
●こども相談（月～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

平
成
26
年
３
月 

４
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
　 1

２ 3
行政相談

4
一般相談

5 6 7 8

9 10
人権相談

11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

　 　 25 26 27
法律相談

28 29

日 月 火 水 木 金 土
1

一般相談
2 3 4 9

6 7
行政相談

８ 9 10
法律相談

11 12

13 14
人権相談

15
一般相談

16 17 18
税金相談

19

20 21 22 23 24
法律相談

25 26

27 28 29 30

３月

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。

24 3123 30

○
動
物
を
飼
う
前
に

　

動
物
を
飼
う
と
い

う
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
か
わ
い
い
か
ら
」 「
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
」と

い
っ
た
一
時
的
な
感
情
や
気

ま
ぐ
れ
か
ら
、
安
易
に
受
け
入
れ
る
こ

と
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物
は
生

き
物
で
す
。
動
物
を
飼
え
る
環
境
で
あ

る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
生
涯
め
ん
ど
う
を
み
る
覚
悟
が
あ
り

ま
す
か
？

■
住
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
か
？

■
家
族
全
員
が
同
意
し
て
い
ま
す
か
？

■
エ
サ
、
治
療
費
な
ど
を
負
担
で
き
ま

す
か
？

○
セ
ン
タ
ー
で
保
護
さ
れ
た
犬
や
猫
を

家
族
に
迎
え
ま
せ
ん
か
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
殺
処
分
と
な
る
動
物

た
ち
を
１
頭
で
も
減
ら
す
た
め
、
飼
い

主
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン

タ
ー（
☎
６
３
６
・
６
１
２
２
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

～
ペ
ッ
ト
を
飼
い
た
い
と

　
　
　
　
考
え
て
い
る
方
へ
～ ⑱
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～チケット販売中～
町民体育館落成記念「2013－2014 NBL in Tokushima」
　町民体育館の落成を記念して、NBL（ナショナルバスケットボールリーグ）徳島大会が開催されます。
　国内最高峰のプロリーグに所属するプレーヤーが、技術を駆使して競い合う試合を間近でご覧になれます。
　トップレベルの技術や駆け引きの応酬を本町で観戦できる貴重な機会ですので、ぜひお越しください。

大会名称　2013－2014 NBL in Tokushima
日　　時　２月23日（日）午後２時～４時
会　　場　町民体育館
対戦カード　三菱電機名古屋　VS　東芝神奈川
主　　催　（公財）日本バスケットボール協会・NBL
特別協賛　藍住町
入　場　料
  ・小　学　生	 1,000円
  ・中・高校生	 1,500円
  ・一　　　般	 2,000円
  ※当日券は、それぞれ500円増となります。

問
 
県バスケットボール協会

　　担当：松田（☎090・8972・3281）

　戦国時代、勝瑞城下にはたくさんの寺院が立ち並んでいたであろうことが文献史料などから推定されます。
そして、今年度は三好氏の祈

き

願
が ん

寺
で ら

である正
し ょ う

貴
き

寺
じ

跡と推定される寺院の発掘調査が実施され、貴重な資料を得
ることができました。
　城下町には寺院が配置され、それらは都市の中で重要な役割を担っていました。今回のシンポジウムでは、
正貴寺跡の発掘調査成果を皆さんにお知らせするとともに、都市空間の中の寺院の役割について学びたいと
思います。また、午後からは実際に勝瑞城下を歩き、勝瑞における寺院の位置について体感していただきます。
日　時　３月８日（土）

参加費　無料
主　催　町・町教育委員会　　共　催　県教育委員会
問

 
町教育委員会（☎637 ・3128）

チケット販売所
徳島新聞事業部・徳島新聞販売各店・ササクラスポーツ各店・平惣各店
町教育委員会・町民体育館・町立図書館　

勝瑞城シンポジウム

◆◆◆◆ 現地見学会 ◆◆◆◆
午後2時～（受付は午後1時30分から）

集合場所／勝瑞城館跡（勝瑞字東勝地61番地１）
コ　ー　ス／勝瑞城館跡（整備箇所見学、第18次発
　　　　　掘調査現場見学）→ 勝瑞城下寺院群
　　　　　推定地→阿

あ

弥
み

陀
だ

橋
ばし

の板
いた

碑
び

（町指定有形
　　　　　文化財）→妙

みょうれんじ
蓮寺橋

ばし
→ 正貴寺跡→ 観

かん

　　　　　音
のん

寺
じ
（僊

せん
人
にん

さん）
案　　内／重見髙博（町教育委員会）

◆◆◆◆ 講　演　会 ◆◆◆◆
午前9時50分～（受付は午前9時30分から）

会　　場／町民シアター（役場4 階）
内　　容／講演１　「中世の都市と寺院」
　　　　　　　　　長谷川賢二氏（県立博物館人文課長）
　　　　　講演２　「徳島城下町における寺町の形成と寺院の立地」
　　　　　　　　　根津寿夫氏（徳島城博物館係長・学芸員）
報　　告／「勝瑞の寺～正貴寺跡の発掘調査成果を中心として」
　　　　　重見髙博（町教育委員会社会教育課主任）
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図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

３
月
12
日（
水
）　

　

午
前
10
時
30
分
～ 

11
時

井
隈
読
書
会

　

３
月
６
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

　

テ
ー
マ
本　
「
大
江
健
三
郎
全
集
１
」

大
江 

健
三
郎 

著

◎
休
館
日

▼
毎
週
月
曜
日

▼
特
別
整
理
期
間

　
　

２
月
19
日（
水
）〜
２
月
27
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

子
ど
も
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・

の
れ
ん
な
ど
の
藍
染
製
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
）ご
ろ
建
築
の
お
も

む
き
の
あ
る
建
物
の
中
で
、
藍
染
め
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
統
の
天
然
藍
で
染
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験
も
で
き
ま

す
。
自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染

ま
り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

持
込
み
体
験
価
格

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

　板野東部消防組合消防出
で

初
ぞめ

式
しき

が消防本部（北島町）で行われ、消防職員や消防団員など関係者ら
約400人が参加しました。
　この出初式は、１年間の管内の無火災
と住民の安心、安全を願い毎年１月10
日に行われています。
　式典では、消防組合管理者の石川町長
が、 「防災環境は厳しさを増しています
が、社会情勢に即した機動力の向上や
業務の活性化を図る必要があります」と
述べました。また、式典後には消防職
員、消防団員による祝賀放水が行われ
ました。

消防出初式

◇◆出初式のはじまり◆◇
　起源は、江戸時代の万治２年（1659）にさかのぼります。当時の人々は、江戸の歴史上最大の
被害を出した大火の復興に苦しんでいました。このような状況において、老中であった稲葉正
則は、定

じ ょ う び け し

火消総勢４隊を率いて上野東照宮に集結し、団結を示すことで人々に希望と信頼を与
えました。この行動が出

で

初
ぞ め

と呼ばれ、以来、全国各地で伝統行事として受け継がれています。
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（氏 名） （年 齢） （住  所）

古賀坂　興　男 87歳 徳命字名田

後　藤　好　子 73歳 乙瀬字出来地

橋　出　和　夫 84歳 勝瑞字幸島

近　藤　孝　子 84歳 徳命字小塚北

坂　本　良　一 54歳 奥野字原

阿賀谷　タミ子 86歳 富吉字豊吉

小木曽　嘉　幸 82歳 笠木字西野

美　馬　ハルヱ 98歳 奥野字原

佐　藤　フジコ 95歳 奥野字乾

森　下　 　榮 85歳 勝瑞字幸島

郡　　　隆　善 70歳 勝瑞字東勝地

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）
山　富　　　侑 （た す く） 男 有 城 ・ 万梨恵 住吉字神蔵
中　嶋　桃　愛 （も も あ） 女 裕次郎 ・ 良 美 勝瑞字幸島
大　野　美　鈴 （み す ず） 女 真 誠 ・ 恵 美 乙瀬字青木
藤　川　悠　樹 （ゆ う き） 男 進 ・ 福 恵 富吉字地神
阿　部　栞　璃 （し お り） 女 秀 一 ・ 由加里 勝瑞字正喜地
吉　田　陽　一 （はるいち） 男 稔 一 ・ 美 喜 徳命字小塚北
村　上　想　空 （そ　　ら） 女 統 一 ・ 眞 由 勝瑞字西勝地
津　田　大　地 （だ い ち） 男 陽 一 ・ 葉 子 住吉字千鳥ヶ浜津　田　風　花 （ふ う か） 女
杉　村　愛之助 （あいのすけ） 男 幸 治 ・ 美 香 東中富字長江傍示
矢　野　創　太 （そ う た） 男 裕 介 ・ みほこ 徳命字名田
平　岡　杏　珠 （あ　　み） 女 真 人 ・ 千 晃 矢上字春日
折　坂　輝　空 （り　　く） 男 風 人 ・ 倫 果 住吉字神蔵
村　澤　凜　咲 （り い さ） 女 和 彰 ・ 彩 代 奥野字猪熊
本　淨　優　子 （ゆ う こ） 女 健 太 ・ 亜 希 富吉字大向本　淨　春　子 （は る こ） 女
井　上　琉　惟 （る　　い） 女 浩 司 ・ 麻 理 徳命字名田
山　本　美　嘉 （み ひ ろ） 女 恵 介 ・ 美 咲 富吉字岸ノ下
田　川　梨　華 （り ん か） 女 健 太 ・ 知 佳 奥野字乾
宇都宮　瑳　久 （さ　　く） 男 芳 希 ・ 亜 依 乙瀬字出来地
大　村　太　雅 （た い が） 男 勇一朗 ・ 衣利佳 富吉字岸ノ下
山　下　晋　平 （しんぺい） 男 純 司 ・ 彩 加 奥野字乾
新　居　莉愛來 （り あ ら） 女 修 一 ・ 真 帆 富吉字岸ノ下
大　西　絆　花 （は ん な） 女 剛 弘 ・ 花 菜 住吉字逆藤
森　　　夢　愛 （ゆ め な） 女 裕 昭 ・ 恵 美 笠木字中野
明　石　奏　空 （そ　　ら） 男 雅 美 ・ 裕 子 東中富字龍池傍示
濱　本　煌　翔 （あ き と） 男 光 俊 ・ 都 矢上字春日
伊　藤　いつき （い つ き） 女 優 利 ・ 貴 代 矢上字西
三　角　眞　広 （ま ひ ろ） 男 祐 規 ・ 晴 香 笠木字西野
山　腰　悠　人 （ゆ う と） 男 嘉 人 ・ こずえ 矢上字原
酒　巻　篤　人 （あ つ と） 男 宏 樹 ・ 希世子 勝瑞字東勝地

1月

おくやみ申し上げます月11

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

２月17日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月24日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

２月24日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

３月３日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康教室

３月４日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

３月５日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康教室

３月14日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

塀
を
背
に
小
春
日
和
を
満
喫
す　
　
　
　

平　

野　

栄　

子

噛
み
合
わ
ぬ
洗
濯
バ
サ
ミ
小
春
空　
　
　

中　

村　

芳　

翠

大
根
の
酢
の
物
届
く
わ
が
部
屋
に　
　
　

生　

越　
　
　

茜

つ
な
が
れ
し
小
舟
に
鴨
の
並
び
お
り　
　

久
次
米　

紫　

穂

電
話
し
て
探
す
携
帯
冬
に
入
る　
　
　
　

安　

芸　

澄　

衣

隣
家
へ
の
猫
の
通
い
路
冬
の
月　
　
　
　

山　

田　

民　

恵

色
鳥
の
枝
う
つ
り
し
て
山
の
宿　
　
　
　

吉　

田　

善　

子

あ
し
た
に
も
落
ち
る
色
な
り
木
守
柿　
　

伊　

藤　

た
つ
お

鈴
の
緒
の
軽
き
と
思
う
神
無
月　
　
　
　

高　

塚　

梨　

花

加
章

刈
り
残
す
野
菊
に
入
日
照
り
返
す　
　
　

高　

岡　

ア
イ
子

高岡アイ子　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
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12月30日（月）～１月３日（金）本年もよろしくお願いいたします。年末年始で休診させて頂きます。

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

禁煙指導・健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

オレンジノート
TEL（088）635 8461 藍住町東中富字西安永133－59

オレンジノート
知的障害のある児童（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（９：３０～１８：００）
就労支援サービス
知的障害のある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（10：0０～１6：００）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

町
指
定
有
形
文
化
財

　
　
「
住
吉
神
社
の
力
石
」

指
定
年
月
日

　
　
昭
和
63
年
１
月
10
日

　
　
　

　
住
吉
神
社
で
は
、
昔
は
秋
祭
り
な
ど
の
と

き
、
村
の
力
自
慢
の
若
者
が
大
勢
の
参
拝
者

で
賑
わ
う
神
社
の
境け

い

内だ
い

で
、
大
き
い
石
を
持

ち
上
げ
て
腕
力
を
競
う「
力ち

か
ら

石い
し

大た
い

会か
い

」が
人
気

を
博
し
て
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

住
吉
神
社
の
力
石
に
は「
住
吉
村
宮
内
力
石

　
四
拾
〆
、
明
保
の
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
力
石
の
競
技
は
、
選
手
た
ち
の
う
ち
最
も

重
い
石
を
持
ち
上
げ
た
者
が
優
勝
と
な
り
ま

す
が
、
優
勝
者
が
新
記
録
を
作
っ
た
と
き
に

は
、
そ
の
石
に
重
量
と
名
前
を
刻
ん
で
名
誉

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
力

石
は
、
住
吉
神
社
の
ほ
か
に
は
徳
命
の
八
幡

神
社
や
東
中
富
の
八
坂
神
社
な
ど
に
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
22

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人
凌 雲 会稲次整形外科病院
理事長　稲次　正敬／院長　湊　省 ☎６９２-５７５７

☎ ☎６79-8880692-0700

★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００
※日・祝日は急患のみ

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ー
ー ー ー ー ー ○

ー ー ー ー ○ ー
○

AM

PM

AM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

神経内科

形成外科

脳外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり「ちびっこ園」

クリニック・ヘルパーステーション併設

リハビリスタッフによる
機能訓練・指導も充実 お問い合わせは

空室
残りわずか！

（稲次整形外科病院より50m）
メディション凌雲

デイサービス昴 サービス付き
高齢者向け住宅
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